
岡山大学

URL：http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou

同窓会報
発行▶岡山大学同窓会
〒700-8530　岡山市津島中1－1－1
TEL:086-251-7019 FAX:086-251-7294

創刊号

岡山大学同窓会会長
小長　啓一
Konaga Keiichi

2008.3

Okayama University Alumni Association

同窓会誌の創刊にあたり、同窓の一人として所懐の一端を延べ

させていただきます。

先ず、大学を取り巻く環境が年ごとに厳しさを増している中に

あって、千葉学長中心のトップマネジメント及び学内関係者や役員

等に参画されている学外者のご努力により新しい大学像が定着し

つつあることに対し、心から敬意を表します。その中で千葉学長の

再選が決まったことに対し、深甚の祝意を表させていただきます。

しかしながら、グローバルな競争と厳しい予算削減の環境下に

あって、時代のニーズを先取りしながら次代を担う教養豊かな人

材を育成することと、産学連携等でものづくり等の専門分野の人材

を育成することを両立させていくことは容易ではないと思われま

す。

そこで素人の分際で恐れながらいくつかの感想を述べてみたい

と思います。

第１は、外国人留学生の受入れ体制の整備です。

私が接触することの多い中東産油国の首脳は、「資源のない日

本が戦後廃墟の中から立ち上がり経済大国になったのは、人づく

り教育のお陰と聞いている。その人づくり教育を研修生の受入れ、

あるいは、日本の大学の分校の進出等の形で、サウジアラビアの

若者に伝授してもらいたい」と要望しています。現にサウジアラビ

アでは、高等教育省が１万人の海外留学生予算を確保し、2007

年はじめから各国と交渉を行なっています。最新の情報では、日

本へは、200名の派遣が決定した由。英語での講座が少なく、博

士資格の取得が、他の先進国に比べて難しい等がネックとなって

いるようですが、それらの障碍を克服する試みを積極的に行なっ

ている大学も少なくありません。つまり留学生のニーズに対応でき

る質の高い教育・研究機能と勉学環境を整備充実させることが必

要です。入学資格・募集及び選抜試験方法・学位授与等におけ

る改善、奨学金や宿舎施設の拡充、ホスト・ファミリー（ホーム

スティ、自宅招待）の実施、アルバイト機会の提供等は当然でしょう。

今や大学の大相撲化、ウィンブルドン化は、避けて通れない道

ではないかと思います。

第２は、社会の求める人材養成に資するため、学部間、学科間、

大学間の垣根を低くして、全学共通カリキュラムの設定、集中講

義の導入、学外学修認定制度の導入等を積極的に行なうことです。

21世紀の日本は、イノベーションなくしては、グローバル世界で

国際競争力を持って生き残ることは不可能です。今まで世界をリー

ドしてきたものづくりの分野のみならず、金融、観光、流通等のサー

ビス産業のイノベーションを実現していくことが必要です。そして

新しいビジネスモデルを創造していかねばなりません。

第３は、産学連携の強化です。

最近大きな進展がみられるのは、企業側では、新たな競争力

の源泉となる研究資源を外部に求めるようになったこと、大学側で

は、国立大学の法人化に伴って研究成果の社会還元が大学の重

要な役割の一つとして位置づけられたことが背景にあると考えられ

ます。具体的には、産学連携により基盤的・融合的な研究・教育

を行なうとともに、高度な研究者・技術者の育成を図っていく必

要があります。政府も第３期科学技術基本計画（平成18～22年度）

の下で研究開発の重点推進４分野（ライフサイエンス、情報通信、

環境、ナノテクノロジー・材料）と推進４分野(エネルギー、もの

づくり技術、社会基盤、フロンティア）を定め、戦略的に実施して

います。その中で世界トップクラスの30研究拠点の形成も計画さ

れており、これらの動きに乗り遅れないよう適切な対応が求められ

ています。

第４は、地域活性化への貢献です。

私が35年前に仕えた田中角栄首相の日本列島改造論を改めて

持ち出すまでもなく、大都市圏、特に東京へ、人とモノとカネと情

報が集中するいびつな構造をそのまま放置するわけにはいきませ

ん。法科大学院の充実、即戦力となる教員養成のための教職大

学院の設置に加えて、大学発のベンチャー企業の創出に努めると

ともに、特定分野に絞ったものづくり大学院大学の設立等、中四

国をにらんだ学都を目指すべきでしょう。

1953年に岡山大学第一期生
として法文学部を卒業。
現在はＡＯＣホールディング
ス取締役相談役を務める。

岡山大学同窓会会報誌
創刊に寄せて



千葉学長再任決まる

実践力のある教員養成を大学院で

進むキャンパス整備

岡山大学21夢基金を設置

就活生と同窓生が交流

オリジナルグッズが大好評
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千葉喬三学長の任期満了（平成 20

年３月31日まで）に伴う、次期国立

大学法人岡山大学長の選考につい

て、外部有識者を含む国立大学法人

岡山大学学長選考会議は、平成 19

年 10 月 31日に開催された会議で、

現学長である千葉喬三氏を適任者として

選考し、同日公表しました。

選考会議では、選考について同年９月26日付けで公示し、同

日から10月16日の期間、学長候補者の推薦を受け付けました。

しかし、期間内に推薦を受けた候補者が現学長の千葉喬三氏の

みであったため、当初の予定を繰り上げ、10月31日に行なわれ

た会議において、書類審査により、現学長としての実績等をもとに、

今後もリーダーシップを発揮し、国立大学法人岡山大学を的確に

運営しうる手腕を有する最適任者として同氏を選考しました。任期

は平成20年４月１日から平成23年３月31日までの３年間です。

大学院教育学研究科では、平成 20年４月から、新たに教員養

成の専門職大学院である「教職大学院」として、教職実践専攻を

開設します。

教職実践専攻では、これまでの大学教員に加えて、豊富な教職

経験を有する実務家教員を迎え、理論と実践を融合した教育課程

を形成し、新たな学校づくりの一員となる有力な新人教員と、地

域や学校で指導的役割を果たすスクールリーダーの養成を目指し

ます。あわせて、同研究科の修士課程を４専攻に再編し、専攻ご

との専門性を深め、「教科や理論に強い教員」、「学校教育に関わ

る研究者」を養成していきます。

鹿田キャンパスにて進められていた病棟Ⅱ期工事が完了し、こ

のほど南新病棟（入院棟）が完成しました。これを受けて平成

20年３月20日に完成記念式典が開催されました。

また、津島キャンパスでも、中央図書館の耐震補強工事に関連

して、本学のシンボルともいうべき時計

台の改修工事が行なわれています。改

修後の時計台には本学のマークがあしら

われ、より一層親しみやすい姿となって

お目見えする予定です。

さらに同キャンパスでは、本年夏～秋頃

のオープンを目指して、独立行政法人中

小企業基盤整備機構によるインキュベー

タ施設の建設もすすめられています。

岡山大学は平成 21年に創立 60周年を迎えます。その記念事

業の一環として、岡山大学 21夢基金を設置し、募金活動を開始

しました。基金は、学生や留学生の修学・生活等の支援やキャン

パス整備などに充てられます。多くの皆様方のご協力をよろしくお

願いします。

平成 19年から使用が開始されたコミュニケーションロゴマーク

や大学キャラクターを使用した各種オリジナルグッズが、岡山大学

生活協同組合から発売され好評を博しています。いずれもマーク

をデザインした水戸岡鋭治氏（岡山県出身）が手がけたオリジナ

ル商品です。

また、岡山大学学生歌の一節を引用して名付けられた清酒「お

お岡大」も人気です。農学部附属山陽圏フィールド科学センター

で栽培された「アケボノ」を100％使用し、宮下酒造（株）が本

醸造酒と純米吟醸酒の２種類を製造しました。上記大学生協や大

学周辺のコンビニ等でも取り扱っているほか、宮下酒造（株）の

ウェブサイトからご注文いただくこともできますので、よろしければ

一度ご賞味ください。

学生の就職支援を行っている学生支援センターキャリア支援室

では、平成20年2月28日～3月1日の3日間、東京にて3DAYプレイ

ンターンシップを行い、21名の学生が参加しました。

このプログラムは、学生に「社会のこと、働くこと」を体験を通して

考察し、将来設計を具体的に行う機会を提供する目的で企画され

た短期集中型のインターンシッププログラムです。企画・実施にあ

たっては、岡山大学とその卒業生が所属する民間企業・行政機関が

協力して行い、就職活動を控えた2年生はもちろん、3年生も対象と

した課外プログラムとして実施されました。

2日目の夜には、参加学生と東京在住の若手同窓生との交流会

も開かれ、同窓生18名が参加し、後輩たちと親睦を深めました。学

生たちは先輩から様々な情報を入手し、貴重な時間を過ごしまし

た。この企画は、平成20年度も実施予定ですので、交流会への多数

の参加をお待ちしています。

岡山大学の動き

▲完成した南新病棟

清酒「おお岡大」▲

▼各種オリジナルグッズ
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岡山大学同窓会役員・顧問の紹介 平成１８年度決算報告と平成１９年度事業計画

岡山大学同窓会ウェブサイト

新規事業案の募集

同窓会事務室の発足

●平成 18 事業年度岡山大学同窓会会計報告
岡山大学同窓会の平成18年7月29日から平成19年3月31日ま

での平成18年会計年度の決算を報告いたします。

科目 受入 支出 決算額 備考
Ⅰ．　収入の部 500,141 500,141
①会費収入 500,000 500,000 ※理学部同窓会及び環

境理工学部同窓会は、
平成１９事業年度に入
金予定

②受入利息 141 141

Ⅱ．　支出の部 0 0
①通信運搬費 0 0
②印刷製本費 0 0
③消耗品費 0 0
④役務費 0 0
⑤総会等実施経費 0 0

次期繰越額 500,141 0 500,141

■収支計算書（平成 18 年 7月 29日～平成 19 年 3月 31日） （単位：円）

●平成19年度事業計画
❶岡山大学同窓会総会等の開催【平成19年６月30日開催済み】

❷岡山大学同窓会ウェブサイトの更新【更新済み】

❸会報誌の発行【発行済み】

●平成20年度総会等の予定
平成 20年度以降は、毎年 7月第 1土曜日に総会等を定例開

催いたします。

平成 20年度は 7月 5日（土）に開催の予定です。詳細につ

いては、別途連絡させていただきますので、是非ご参加ください。

平成19年４月より岡山大学同窓会ウェブサイトを開設し、総

会等の事業報告や役員等の紹介といった情報提供を行っていま

す。下記URLからご覧いただくか、岡山大学ウェブサイトから

卒業生の皆様－岡山大学同窓会とリンクをたどっていただいて

もご覧いただくことがきます。

岡山大学同窓会ウェブサイト
URL：http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou

役　職　名 氏　　　名 備　　　考

■理　事
会　長 小　長　啓　一 法文経学部同窓会
副会長 陶　浪　保　夫 法文経学部同窓会
〃 小　谷　秀　成 医学部同窓会

理　事 ※高　旗　正　人 教育学部同窓会
〃 長　尾　眞　彦 理学部同窓会
〃 ※公　文　裕　巳 医学部同窓会
〃 中　野　浩　輔 歯学部同窓会
〃 岡　本　敬の介 薬学部同窓会
〃 加　藤　珪　一 工学部同窓会
〃 佐　藤　直　之 環境理工学部同窓会

監　事 近　藤　弦之介 法文経学部同窓会
〃 宮　本　　　拓 農学部同窓会

事務局長 鈴　木　芳　弘
■顧　問

名誉会員 金　光　富　男 法文経学部同窓会
学長 千　葉　喬　三

理事（企画・総務担当） 岡　田　雅　夫 副学長
理事 (教育・学生担当） 田　中　宏　二 副学長
理事（財務・施設担当） 　梶　原　憲　次 事務局長

文学部長 ※倉　地　克　直 学部長（文系）
工学部長 野　木　茂　次 学部長（理系）

※平成19年６月 30日付け就任

岡山大学同窓会では、「岡山大学同窓会に実施してほしい」

という新規事業案について、同窓生の皆様からご意見を募集し

ております。新規事業に関するご要望等ございましたら、左記

ウェブサイトに掲載の「岡山大学同窓会新規事業提案書」にご

記入の上、下記連絡先までお送りいただきますよう、よろしく

お願いいたします。

連絡先：〒700-8530　岡山市津島中1－1－1
岡山大学同窓会事務局
TEL：086-251-7019　FAX：086-251-7294
E-mail：dousoukai@adm.okayama-u.ac.jp

平成20年 3月現在

※平成18事業年度については、会費からの支出を伴う事業実績はございません。

岡山大学同窓会の事務については、これまで総務・企画部

総務課において処理しておりました。このたび平成20年4月よ

り、大学内に同窓会事務室を設置し、2名の事務スタッフを配

置しました。今後ともよろしお願いいたします。

岡山大学同窓会からのお知らせ
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岡山大学法文経学部同窓会岡山総会の開催
日 時●平成 20年 7月4日（金）
場 所●メルパルクOKAYAMA（岡山市桑田町 1-13）
連絡先●田辺恭子（法文経学部同窓会事務局）

　岡山市津島中 3-1-1（社会文化科学研究科内）
　☎ 086-251-7344　FAX　086-251-7350
　e-mail：tanabe-k2@adm.okayama-u.ac.jp

総会及び講演会の開催
日 時●平成 20年 5月24日（土）14:00 ～ 18:30
場 所●ピュアリティまきび（岡山市下石井2-6-41）
連絡先●今井正章（教育学部同窓会事務局）

　岡山市津島中 3-1-1（教育学部内）
　☎ 086-251-7583

▶送付先変更手続きのお願い

同窓会報を皆様のお手元に確実にお届けするため、同窓生の皆
様が住所等を変更された場合は、お名前・ご連絡先を下記まで
お知らせください。
なお、お知らせいただいた個人情報は、岡山大学同窓会におい
て適切に管理し、所属の学部同窓会にもお知らせします。
また、岡山大学 21夢基金のご案内にも利用させていただきます
のでご了承ください。

連絡先：〒700-8530　岡山市津島中1－1－1
岡山大学同窓会事務局
TEL：086-251-7019　FAX：086-251-7294
E-mail：dousoukai@adm.okayama-u.ac.jp

平成 20年度岡山大学歯学部同窓会総会の開催
日 時●平成 20年 7月13日（日）
場 所●未　定
連絡先●吉塚（岡山大学歯学部同窓会事務局）

　岡山市鹿田町 2-5-1（歯学部内）
　☎&FAX　086-234-8150
　e-mail：okayamadd@mx32.tiki.ne.jp　

第 3回環境物質工学科同窓会総会・懇親会の開催
日 時●平成 20年 6月14日（土）
場 所●未　定
連絡先●渡辺晃正

　総社市中央 6丁目1-119
　ミドルロードB202
　☎ 0866-94-8562・080-1902-5225
　e-mail：akimasa.watanabe@gmail.com

岡山大学農学部同窓会名簿　平成 20年版の発行
日 時●平成 20年 7月末日発行予定
連絡先●宮本　拓

　岡山市津島中1-1-1　（農学部内）
　☎ 086-251-8343
　e-mail：tmnono@cc.okayama-u.ac.jp

農学部同窓会では、平成 20年 7月末をめどに、同窓会名簿の改
訂作業を実施しております。名簿改訂に関する詳しい情報は、農
学部同窓会ホームページを参照してください。
http://www.okayama-u.ac.jp/user/agr/dousoukai.htm

東京・名古屋・大阪・神戸・広島・山口・香川・島根・愛媛及
び津山の各支部総会は例年どおり7月～ 9月中に開催予定です。

支部活動の報告
【名古屋支部】
平成 20年 2月1日、名古屋支部新年親睦会を愛知厚生年金会
館にて開催しました。当日は法文経学部の同窓生のみならず、総
勢 26名の有志が出席しました。会は極めてなごやかな雰囲気の
もとで進められ、お互いに再会を誓って散会しました。

総会（14:00 ～ 15:00）、講演会（15:00 ～ 16:00）、懇親会（16:00
～ 18:30）の順に引き続いて開催します。なお、懇親会は別室で
行い、会費は7,000 円です。

鶴翔会総会の開催
日 時●平成 20年 6月7日（土）
場 所●岡山プラザホテル（岡山市浜 2-3-12）
連絡先●本田尚武（鶴翔会事務局長）

　岡山市鹿田町 2-5-1（医学部内）
　☎ 086-235-7060
　e-mail：dosokai@md.okayama-u.ac.jp

平成 20年度岡山大学助産師同窓会総会・懇親会の開催
日 時●平成 20年 9月28日（日）
場 所●アークホテル（岡山市下石井 2-6-1）
連絡先●金平洋子（助産師同窓会会長）

　岡山市赤坂本町 6-5　
　☎ 086-273-1038
　e-mail：knhr@pop07.odn.ne.jp

各クラス幹事の方には、現在、名簿の確認をお願いしております。
お問い合わせは、医学部保健学科・大井伸子（086-235-6848）
にお願いします。

法文経学部同窓会

学部同窓会からのお知らせ

教育学部同窓会

歯学部同窓会

環境理工学部同窓会

農学部同窓会

名古屋支部新年親睦会（平成20年2月1日）

鶴翔会（医学部医学科）

助産師同窓会（医学部保健学科：助産）




